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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第２四半期累計期間
第65期

第２四半期累計期間
第64期

会計期間
自 2022年４月１日

至 2022年９月30日

自 2023年４月１日

至 2023年９月30日

自 2022年４月１日

至 2023年３月31日

売上高 （千円） 7,483,121 6,403,183 14,390,751

経常利益 （千円） 1,241,340 1,266,270 2,495,010

四半期（当期）純利益 （千円） 895,418 919,963 4,270,574

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） 6,066 9,731 13,171

資本金 （千円） 2,354,094 2,354,094 2,354,094

発行済株式総数 （株） 7,417,842 7,417,842 7,417,842

純資産額 （千円） 17,296,146 20,648,363 20,874,812

総資産額 （千円） 22,846,482 25,863,598 27,951,299

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 145.56 149.43 694.01

１株当たり配当額 （円） 46.00 51.00 245.00

自己資本比率 （％） 75.7 79.8 74.7

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 454,536 △2,086,872 454,284

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △71,816 △631,990 3,306,877

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △283,289 △1,222,083 △565,801

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 3,597,176 2,752,159 6,693,105
 

　

回次
第64期

第２四半期会計期間
第65期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2022年７月１日

至 2022年９月30日

自 2023年７月１日

至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 76.34 62.14
 

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

 

第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要な

リスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが「５類」

に変更され、行動制限や海外からの入国制限が大幅に緩和されたことにより、社会経済活動の正常化が進み、個

人消費や設備投資が持ち直し、景気は緩やかに改善いたしました。一方で世界経済では、地政学的なリスクの増

大、金融引締めや物価上昇、供給面での制約が続いており、依然として予断を許さない状況となっております。

当社に関連深い半導体製造装置市場は、需要の低迷と在庫過多により、設備投資はサプライチェーン全体にお

いて調整局面を迎え、在庫調整が急速に広まるなど概ね軟調で推移しております。回復には時間を要する状況と

なっております。

このような経営環境のもと、当社では、半導体種別により一部の部材の入手難は続くものの、難入部材が入り

始めたことで長納期となっていた受注残の消化、製品化による顧客への提供が進んだことから、概ね順調に推移

いたしました。

この結果、当第２四半期累計期間における売上高は6,403百万円（前年同四半期比14.4％減）、営業利益は

1,168百万円（前年同四半期比0.7％減）、経常利益は1,266百万円（前年同四半期比2.0％増）、四半期純利益は

919百万円（前年同四半期比2.7％増）となりました。

 
当社は、事業内容を２つの報告セグメントに分けております。当第２四半期累計期間におけるセグメント別の

状況は次のとおりであります。

 
① 受託製品

当該セグメントは、半導体製造装置関連、産業用制御機器および計測機器の開発・製造・販売を行ってお

ります。半導体製造装置関連におきましては、部材の供給難が一部解消されたことにより、受注残の製品の

完成、納入が進んだことなどから、概ね想定どおりで推移いたしました。

この結果、売上高は4,106百万円（前年同四半期比25.0％減）、セグメント営業利益は757百万円（前年同

四半期比1.0％減）となりました。

 
当該セグメントの品目別売上の状況は次のとおりであります。

 
イ）半導体製造装置関連

当該品目は、半導体製造装置の制御部を提供しております。高額部材の価格転嫁分は減少したものの、前

期に引続き部材の供給難が一部解消されたことから、受注残の製品の完成、納入が進んだことにより、出荷

全体として想定どおりで推移いたしました。

この結果、売上高は3,392百万円（前年同四半期比32.6％減）となりました。

ロ）産業用制御機器

当該品目は、各種の産業用装置、社会インフラ関連の制御部の開発・製造を行いカスタマイズ製品として

提供しております。受注残の消化が進んだことにより、全体として想定どおりで推移いたしました。

この結果、売上高は472百万円（前年同四半期比59.3％増）となりました。
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ハ）計測機器

当該品目は、各種計測機器のコントローラ、通信機器の制御部の開発・製造を行いカスタマイズ製品とし

て提供しております。一部顧客が増加基調となったこともあり、堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は242百万円（前年同四半期比66.1％増）となりました。

 
②  自社製品

当該セグメントは、組込みモジュール、画像処理モジュールおよび計測通信機器の開発・製造・販売と、

自社製品関連商品の販売を行っております。前期に引続き部材の供給難が一部解消されたことにより、受注

残の製品の完成、納入が進んだことなどから、全般的な産業用装置における設備投資は、堅調に推移いたし

ました。

この結果、売上高は2,296百万円（前年同四半期比14.5％増）、セグメント営業利益は740百万円（前年同

四半期比4.5％増）となりました。

 
当該セグメントの品目別売上の状況は次のとおりであります。

 
イ）組込みモジュール

当該品目は、半導体製造装置、医療機器関連、FA全般、電力・通信関連向けに提供しております。医療機

器関連および半導体製造装置関連を中心に概ね堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は303百万円（前年同四半期比47.5％増）となりました。

ロ）画像処理モジュール

当該品目は、FA全般、各種検査装置、液晶関連機器に提供しております。一部製品において入手難であっ

た部材の入手が進み、受注残の一部が消化されたことで、全体として想定どおりで推移いたしました。

この結果、売上高は951百万円（前年同四半期比1.2％減）となりました。

ハ）計測通信機器

当該品目は、超高速シリアル通信モジュール「GiGA CHANNEL」シリーズを提供しております。「GiGA

CHANNEL」シリーズ関連の検査装置向けの受注は、一部顧客の回復の影響もあり全体として堅調に推移いた

しました。

この結果、売上高は971百万円（前年同四半期比22.5％増）となりました。

ニ）自社製品関連商品

当該品目は、自社製品の販売促進とシステム販売による高付加価値化を図るため、ソフトウェアおよび付

属の周辺機器を提供しております。自社製品関連商品は、概ね堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は71百万円（前年同四半期比60.5％増）となりました。

 
(2)　財政状態の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末における資産は25,863百万円（前事業年度末比2,087百万円の減少）となりました。

増加要因として、棚卸資産が992百万円、有形固定資産として、新たに開発拠点を山梨県韮崎市にR&Dセンター

として設置するために土地の取得等を行っていること、生産拠点である厚木事業所の増築を2023年1月から着手

し、同年9月に完了していることで、643百万円、また、投資有価証券の時価変動の影響により237百万円それぞ

れ増加しております。

減少要因は、現金及び預金が、未払法人税等および未払消費税等の納税並びに配当金の支払、また、有形固定

資産の取得と一時的な支出等が重なったことにより、3,940百万円減少しております。

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債は5,215百万円（前事業年度末比1,861百万円の減少）となりました。

増加要因として、繰延税金負債が74百万円増加し、その他（未払関係等の計上）が71百万円それぞれ増加して

おります。

減少要因として、支払手形及び買掛金が697百万円、未払法人税等が1,298百万円それぞれ減少しております。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産は20,648百万円（前事業年度末比226百万円の減少）となりました。

主に、その他有価証券評価差額金が63百万円増加し、利益剰余金が304百万円減少しております。

なお、自己株式が2百万円減少しておりますが、2019年６月21日開催の第60期定時株主総会において、譲渡制

限付株式報酬制度を決議しており、2023年８月10日に、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分の払込によ

る減少となります。

（自己資本比率）

当第２四半期会計期間末における自己資本比率は前事業年度末と比べ5.1％増加し、79.8％となりました。

なお、自己資本比率は、当社の経営指標の一つとしており、自己資本比率80％以上を目標としております。
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(3)　キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、2,752百万円（前事業年度末比3,940百万円の減少）とな

りました。

また、当第２四半期累計期間におけるフリー・キャッシュ・フローは、2,718百万円の減少（前年同四半期は382

百万円の増加）であります。

営業活動、投資活動及び財務活動によるキャッシュ・フローの主な内容は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,086百万円の減少（前年同四半期は454百万円の増加）となりました。

主に、半導体製造装置市場の市況低迷に伴う生産量の減少等による棚卸資産の増加、仕入債務の減少、未払消費

税等の減少、法人税等の支払等の減少要因が、税引前四半期純利益および減価償却費の計上等の増加要因を上回っ

たことによる減少となります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、631百万円の減少（前年同四半期は71百万円の減少）となりました。

主に、固定資産の取得、投資有価証券の取得による減少となります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,222百万円の減少（前年同四半期は283百万円の減少）となりました。

これは、配当金の支払による減少となります。

 
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 
(5)　研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は444百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6)　主要な設備

前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設のうち、当第２四半期累計期間に完了したものは、次の

とおりであります。

事業所名 所在地 設備の内容
投資総額
（千円）

完了年月

厚木事業所 神奈川県厚木市 事務棟 411,125 2023年９月

 

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 23,500,000

計 23,500,000
 

 
②【発行済株式】

 

種類

第２四半期会計期間末現在

発行数(株)

(2023年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(2023年11月14日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 7,417,842 7,417,842
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株
であります。

計 7,417,842 7,417,842 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2023年９月30日 ― 7,417,842 ― 2,354,094 ― 2,444,942
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％)

株式会社ニコン 東京都港区港南２丁目１５番３号 646,700 10.50

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　Ｂ
ＡＮＫ ＡＮＤ　ＴＲＵＳＴ　
ＣＯＭＰＡＮＹ　５０５０２５
（常任代理人 株式会社みずほ
銀行決済営業部）

Ｐ．Ｏ．　ＢＯＸ　３５１　ＢＯＳＴＯＮ　Ｍ
ＡＳＳＡＣＨＵＳＥＴＴＳ　０２１０１　Ｕ．
Ｓ．Ａ．
 （東京都港区港南２丁目１５－１品川インター
シティＡ棟）

628,300 10.20

ＭＳＩＰ　ＣＬＩＥＮＴ　ＳＥ
ＣＵＲＩＴＩＥＳ（常任代理人
モルガン・スタンレーＭＵＦＧ
証券株式会社）

２５　ＣＡＢＯＴ　ＳＱＵＡＲＥ，　ＣＡＮＡ
ＲＹ　ＷＨＡＲＦ，　ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ１４　
４ＱＡ，　Ｕ．Ｋ．
（東京都千代田区大手町１丁目９－７大手町
フィナンシャルシティ　サウスタワー）

248,400 4.03

ＮＯＲＴＨＥＲＮ　ＴＲＵＳ
Ｔ　ＣＯ．（ＡＶＦＣ）　Ｒ
Ｅ　００９－０１６０　６４－
３２６　ＣＬＴ（常任代理人　
香港上海銀行東京支店　カスト
ディ業務部）

５０　ＢＡＮＫ　ＳＴＲＥＥＴ　ＣＡＮＡＲ
Ｙ　ＷＨＡＲＦ　ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ１４　５Ｎ
Ｔ，　ＵＫ
（東京都中央区日本橋３丁目１１－１）

210,700 3.42

佐々木　嘉樹 大阪府大阪市天王寺区 200,000 3.24

嶋村　清 東京都多摩市 155,000 2.51

アバールグループ社員持株会 東京都町田市旭町１丁目２５-１０ 146,943 2.38

ＴＨＥ ＢＡＮＫ ＯＦ ＮＥＷ
ＹＯＲＫ ＭＥＬＬＯＮ １４０
０４２ （常任代理人 株式会社
みずほ銀行決済営業部）

２４０　ＧＲＥＥＮＷＩＣＨ　ＳＴＲＥＥ
Ｔ，　ＮＥＷ　ＹＯＲＫ，　ＮＹ　１０２８
６，　Ｕ．Ｓ．Ａ．
 （東京都港区港南２丁目１５－１品川インター
シティＡ棟）

115,500 1.87

レーザーテック株式会社 神奈川県横浜市港北区新横浜２丁目１０番地１ 109,500 1.77

イーソル株式会社
東京都中野区本町１丁目３２－２ハーモニータ
ワー

107,000 1.73

計 － 2,568,043 41.69
 

 

（注）１　上記の他当社所有の自己株式 1,259,389株があります。

 ２ 2023年６月５日付で公衆の縦覧に供されている大量保有に関する変更報告書において、グッドハート　

パートナーズ　エルエルピー(Goodhart Partners LLP)が、2023年５月29日現在で以下の株式を所有してい

る旨が記載されているものの、当社として2023年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができません

ので、上記大株主の状況には含めておりません。

　なお、その大量保有に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住  所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を除く。)

の総数に対する所有株式
数の割合(％)

グッドハート　パートナー
ズ　エルエルピー
(Goodhart Partners LLP)

英国、WC2R 0LT ロンドン、
ストランド393、クイーンズランド　
ハウス

921,500 14.96
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(6) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,259,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,146,900 61,469 －

単元未満株式 普通株式 11,642 －
１単元（100株）未満
の株式

発行済株式総数  7,417,842 － －

総株主の議決権  － 61,469 －
 

(注) １　「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 89株が含まれております。

 
②【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社アバールデータ
東京都町田市旭町
一丁目25番10号

1,259,300 - 1,259,300 16.97

計 － 1,259,300 - 1,259,300 16.97
 

(注) 　当第２四半期会計期間末日現在の自己株式数は 1,259,389株となっております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2023年７月１日から2023年９月

30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有

限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,993,105 5,052,159

  受取手形、売掛金及び契約資産 2,499,078 ※１  2,346,401

  電子記録債権 266,131 316,716

  商品及び製品 654,529 1,019,902

  仕掛品 479,524 477,338

  原材料及び貯蔵品 4,833,024 5,461,856

  その他 57,980 117,103

  流動資産合計 17,783,372 14,791,478

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,144,307 1,151,856

   その他（純額） 781,931 1,418,111

   有形固定資産合計 1,926,239 2,569,967

  無形固定資産 41,015 41,255

  投資その他の資産   

   投資有価証券 8,144,205 8,381,294

   関係会社株式 0 25,500

   前払年金費用 23,975 21,781

   その他 32,490 32,320

   投資その他の資産合計 8,200,671 8,460,896

  固定資産合計 10,167,926 11,072,120

 資産合計 27,951,299 25,863,598

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,664,367 ※１  1,967,359

  未払法人税等 1,619,676 321,454

  賞与引当金 319,870 337,285

  役員賞与引当金 66,600 37,300

  その他 348,317 419,859

  流動負債合計 5,018,830 3,083,259

 固定負債   

  繰延税金負債 2,055,425 2,129,744

  役員退職慰労引当金 2,230 2,230

  固定負債合計 2,057,655 2,131,974

 負債合計 7,076,486 5,215,234
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,354,094 2,354,094

  資本剰余金 2,545,970 2,558,299

  利益剰余金 11,678,777 11,373,845

  自己株式 △907,618 △905,373

  株主資本合計 15,671,224 15,380,867

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 5,203,588 5,267,496

  評価・換算差額等合計 5,203,588 5,267,496

 純資産合計 20,874,812 20,648,363

負債純資産合計 27,951,299 25,863,598
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 7,483,121 6,403,183

売上原価 5,434,524 4,273,156

売上総利益 2,048,597 2,130,026

販売費及び一般管理費 ※１  871,650 ※１  961,350

営業利益 1,176,946 1,168,676

営業外収益   

 受取利息 44 70

 受取配当金 62,610 96,591

 受取賃貸料 329 240

 その他 1,505 896

 営業外収益合計 64,489 97,799

営業外費用   

 為替差損 22 131

 支払手数料 73 73

 営業外費用合計 95 204

経常利益 1,241,340 1,266,270

特別損失   

 固定資産除却損 0 77

 特別損失合計 0 77

税引前四半期純利益 1,241,340 1,266,193

法人税、住民税及び事業税 366,958 300,091

法人税等調整額 △21,036 46,138

法人税等合計 345,921 346,230

四半期純利益 895,418 919,963
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 1,241,340 1,266,193

 減価償却費 50,127 50,220

 賞与引当金の増減額（△は減少） 39,270 17,415

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33,000 △29,300

 前払年金費用の増減額（△は増加） △4,016 2,194

 受取利息及び受取配当金 △62,654 △96,661

 固定資産除却損 0 77

 売上債権の増減額（△は増加） △690,135 102,091

 棚卸資産の増減額（△は増加） △239,527 △992,020

 未収入金の増減額（△は増加） 5,460 △47,664

 仕入債務の増減額（△は減少） 128,336 △703,300

 未払金の増減額（△は減少） △14,352 23,769

 未払消費税等の増減額（△は減少） 168,943 △192,901

 未収消費税等の増減額（△は増加） 72,627 －

 その他 2,769 △32,150

 小計 665,188 △632,036

 利息及び配当金の受取額 62,671 96,653

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △273,323 △1,551,489

 営業活動によるキャッシュ・フロー 454,536 △2,086,872

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △2,000,000 △2,000,000

 定期預金の払戻による収入 2,000,000 2,000,000

 有形固定資産の取得による支出 △59,166 △455,816

 無形固定資産の取得による支出 △12,117 △6,018

 投資有価証券の取得による支出 － △145,000

 関係会社株式の取得による支出 － △25,500

 その他 △532 344

 投資活動によるキャッシュ・フロー △71,816 △631,990

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △331 △127

 配当金の支払額 △282,958 △1,221,956

 財務活動によるキャッシュ・フロー △283,289 △1,222,083

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 99,430 △3,940,945

現金及び現金同等物の期首残高 3,497,745 6,693,105

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,597,176 ※１  2,752,159
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形を満期日に

決済されたものとして処理しております。

 

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

受取手形 －千円 28,965千円
支払手形 －千円 557,906千円

 

 

 

(四半期損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

広告宣伝費 8,075千円 8,450千円

給与手当・賞与 114,413千円 117,467千円

賞与引当金繰入額 74,982千円 70,272千円

役員賞与引当金繰入額 33,300千円 37,300千円

退職給付費用 5,732千円 6,696千円

租税公課 37,383千円 41,034千円

減価償却費 6,570千円 7,333千円

研究開発費 386,298千円 444,032千円
 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

　

 
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

現金及び預金 5,897,176千円 5,052,159千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △2,300,000千円 △2,300,000千円

現金及び現金同等物 3,597,176千円 2,752,159千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日
定時株主総会

普通株式 282,901 46 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月11日

取締役会
普通株式 283,143 46 2022年９月30日 2022年12月７日 利益剰余金

 

 
当第２四半期累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,224,894 199 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月14日

取締役会
普通株式 314,081 51 2023年９月30日 2023年12月７日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

　

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 受託製品 自社製品 合計

売上高    

  外部顧客への売上高 5,478,088 2,005,033 7,483,121

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － －

計 5,478,088 2,005,033 7,483,121

セグメント利益 765,096 708,433 1,473,530
 

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,473,530

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △296,584

四半期損益計算書の営業利益 1,176,946
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

　

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 受託製品 自社製品 合計

売上高    

  外部顧客への売上高 4,106,527 2,296,656 6,403,183

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － －

計 4,106,527 2,296,656 6,403,183

セグメント利益 757,620 740,400 1,498,021
 

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,498,021

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △329,344

四半期損益計算書の営業利益 1,168,676
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
（持分法損益等）
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前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

関連会社に対する投資の金額 0千円 25,500千円

持分法を適用した場合の投資の金額 27,175千円 63,780千円
 

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

持分法を適用した場合の投資利益の金額 6,066千円 9,731千円
 

 
（収益認識関係）

 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

主要な財又はサービスのライン

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
受託製品 自社製品

半導体製造装置関連 5,035,857 - 5,035,857

産業用制御機器 296,470 - 296,470

計測機器 145,759 - 145,759

組込みモジュール - 205,451 205,451

画像処理モジュール - 962,453 962,453

計測通信機器 - 792,713 792,713

自社製品関連商品 - 44,414 44,414

顧客との契約から生じる収益 5,478,088 2,005,033 7,483,121

外部顧客への売上高 5,478,088 2,005,033 7,483,121
 

 
収益認識の時期

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
受託製品 自社製品

一時点で移転される財 5,381,154 1,976,144 7,357,299

一定の期間にわたり移転する財 96,933 28,889 125,822

顧客との契約から生じる収益 5,478,088 2,005,033 7,483,121

外部顧客への売上高 5,478,088 2,005,033 7,483,121
 

 

EDINET提出書類

株式会社アバールデータ(E01993)

四半期報告書

17/23



 

当第２四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

主要な財又はサービスのライン

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
受託製品 自社製品

半導体製造装置関連 3,392,184 - 3,392,184

産業用制御機器 472,221 - 472,221

計測機器 242,120 - 242,120

組込みモジュール - 303,053 303,053

画像処理モジュール - 951,274 951,274

計測通信機器 - 971,033 971,033

自社製品関連商品 - 71,294 71,294

顧客との契約から生じる収益 4,106,527 2,296,656 6,403,183

外部顧客への売上高 4,106,527 2,296,656 6,403,183
 

 
収益認識の時期

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
受託製品 自社製品

一時点で移転される財 3,985,220 2,268,585 6,253,806

一定の期間にわたり移転する財 121,306 28,070 149,376

顧客との契約から生じる収益 4,106,527 2,296,656 6,403,183

外部顧客への売上高 4,106,527 2,296,656 6,403,183
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 145円56銭 149円43銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 895,418 919,963

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 895,418 919,963

普通株式の期中平均株式数(株) 6,151,715 6,156,297
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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（重要な後発事象）

 
　（投資有価証券の売却）

当社が保有する投資有価証券の一部を売却したことにより、2024年3月期第３四半期会計期間において投資有価証

券売却益を特別利益に計上いたします。

１．投資有価証券売却の理由

政策保有株式の見直しによる資産効率の向上を図るため。

２．投資有価証券売却の内容

(1)  売却株式 ：当社保有の上場有価証券 １銘柄

(2)  投資有価証券売却日：2023年10月12日

(3)  投資有価証券売却益：5,155百万円
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２ 【その他】

第65期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当について、2023年11月14日開催の取締役会において、

2023年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　

① 配当金の総額 314,081千円

② １株当たりの金額 51円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2023年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　

2023年11月13日
 

株式会社アバールデータ

取　締　役　会 御　中
 

 

有限責任監査法人 トーマツ 

　　　　　 東 京 事 務 所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　川　　 喜　　裕  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　　 　藤　　 　元  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アバール

データの2023年4月1日から2024年3月31日までの第65期事業年度の第2四半期会計期間(2023年7月1日から2023年9月30日

まで)及び第2四半期累計期間(2023年4月1日から2023年9月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照

表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アバールデータの2023年9月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第2四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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